
  

第349回例会 5月25日(火) AM 7:30～8:30 オークラホテル4F平安の間 

■司会:市川明広 ■点鐘:小粥勝好 ■ロータリーソング:我等の生業 

スマイル報告 

原田道子；韓国仁川広域市から国際広

報大使を先月任命されました。仁川(ｲﾆﾖ

ﾝ)は、ラスベガスの上をいくマカオの４倍

規模のカジノホテルプロジェクト、ミラノシ

ティプロジェクト、大規模なヨットハーバー

プロジェクト、ロボットランドプロジェクト、

税金５年間無税地区のプロジェクト等２０

位のプロジェクトが動き始めた経済成長

の激しい所です。私の大使としての仕事

は、行政(政治)と経済のパイプ役です。

行政では、市長から静岡県との姉妹提携

を提案されました。経済では、日本の企

業、静岡の{企業の窓口になり４年後には

アジアンゲームもあり、大変な任務の様

です。ちなみに、この大使は世界で６番

目、日本人では初めてです。  

６/９(水)中部ガス不動産主催の事業主

の為の事業継承セミナーを開催。次代へ

の資産有効活用とは？ 死産⇒資産へ。

勿論、私が講師を務めますので、是非お

出掛け下さい。 

 

１．本日、例会終了後 第１１回理事会を開催致し 

ます。 

２．来週６月１日(火)は特別休会です。お忘れなく！ 

３．６/８(火)開催の第３５０回例会は、ガバナー 

補佐訪問です。 

以 上 

94名中56名59.57% 

前々回修正出席率 71.28% 

23 日(日)に浜松南 RC４５周年記念式典に山尾幹事と参

加しました。鈴木康友浜松市長、御室商工会議所会頭が

来賓。浜松中央警察署、浜松消防署、浜松医大の方々に

ついては、継続事業について逆に表彰状、感謝状の授与

という形で参加されていました。継続事業という物を考

えなくてはいけないなと思いました。チャーターメンバ

ーは３２名で、現在はなんと１名だけだそうです。 

 
※会長挨拶の続き 

その方が乾杯の音頭を取られまし

た。45 年の歴史で他のチャーターメ

ンバーはお亡くなりになられてい

るそうです。我がクラブも４５周年

迄あと３７年。皆さん 20 年、30 年、

40 年と…頑張って行きましょう！ 

 

スマイル報告 

小田木基行；プロバスケット BJ リーグ

で日本一を決める試合が５/２３に開

催。浜松に本拠地を置く「浜松・東三

河フェニックス」が大阪エベッセと戦

って日本の頂点に立ちました。今月

からフェニックス浜松後援会を発足

し盛り上げていきます。会員募集中

です。 

 

その他報告 

福地三則；今話題の今月 28 日に発

売予定の iPad を事前に手に入れま

した。 

iPad を手にする福地さん 



 

本日は、次世代ＥＤＩ推進協議会（ＪＥＤＩＣ）会員という立場から、日本の国が企業のＩＴを推進する背景

とその施策についてご紹介します。 

 

注目されているＩＴ技術 

 スマートフォン、電子書籍→パソコンのウォークマン化 

 第４世代携帯→ネットワークスピードの超高速化 

 ＩＰ Ｖ６→機器の背番号制  

 

ＩＴにおける旬なキーワード 

 クラウドコンピューティング 

 ユビキタス(Ubiquitous)  

 

日本のＩＴ推進のための施策 

 e-Japan戦略(2000～2005)→光インターネット普及と電子政府 

 ＩＴ新改革戦略(2006～2010)→ユビキタス 

 

製造業における労働生産性の日本の世界での位置 

 先進7カ国中第4位、ＯＥＣD25カ国中第14位 

 

この労働生産性を向上させないと国際競争に勝つことができない。そのためには、企業情報の電子化

により、社員間、社内間、会社間、業界間、国際間の情報共有の実現が必要である。すなわち、国際

性を考慮した日本国のビジネスインフラを実現して、eマーケットプレイスを確立しなくてはいけない。 

この後、紙芝居でビジネスインフラ整備によって、実際の業務がどのように変わるのか説明があった。 

稲野清治さんの卓話 

 「日本国の企業ＩＴ推進への取り組み」 

プロフィール 

１９５７年 浜松生まれ 

１９８３年 日本楽器製造株式会社（現ヤマハ株式会社） 入社 

１９９３年 生産技術部、技術電算室(CAE推進室)を経て、退社 

１９９３年 一級建築士事務所 株式会社アーキ工房代表取締役 

２０００年 株式会社インフォウェア 代表取締役 

２００４年 株式会社グローバルワイズ 取締役 

関連団体 

高竜まちづくりの会 青年部会長 

次世代ＥＤＩ推進協議会（ＪＥＤＩＣ）会員 


